
仙台空港 2019年度旅客数・貨物取扱量実績（速報値）
～ 過去最高旅客数を3年連続で更新、371万人を記録！！ ～

Press Release
2020年4月2日

仙台国際空港株式会社

年度 2015年度
（民営化前）

2016年度
（民営化初年度） 2017年度 2018年度

2019年度
（速報値）

前年度比
（増減）

前年度比
(増減率)

国内線 2,954,079 2,937,046 3,158,572 3,301,361 3,339,048 +37,687 +1.1%

国際線 160,169 225,551 280,667 311,377 378,995 +67,618 +21.7%

合計 3,114,248 3,162,597 3,439,239 3,612,738 3,718,043 +105,305 +2.9%

年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

国内線 3,047,955 2,973,505 2,686,360 2,552,515 2,363,415 1,776,717 2,513,227 2,989,413 3,072,541 2,954,079 2,937,046 3,158,572 3,301,361 3,339,048

国際線 339,508 349,621 260,705 246,385 258,872 69,246 186,421 175,202 167,029 160,169 225,551 280,667 311,377 378,995

合計 3,387,463 3,323,126 2,947,065 2,798,900 2,622,287 1,845,963 2,699,648 3,164,615 3,239,570 3,114,248 3,162,597 3,439,239 3,612,738 3,718,043

仙台国際空港株式会社（所在地：宮城県名取市、代表取締役社長：鳥羽 明門）では、 2019年度
（2019年4月～2020年3月）の航空旅客数・貨物取扱量（速報値）をとりまとめましたのでお知らせします。

1. 2019年度航空旅客数（速報値）

（単位：人）

国内線・国際線ともに新規就航や増便により旅客数は順調に増加していたが、2020年2月から、
新型コロナウィルスの影響による欠航が相次ぎ、想定していた旅客数を大きく下回ったため、
当初計画の合計376万人には至らなかったが、3年連続で過去最高を更新した。

（単位：人）

過去最高！
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2. 2019年度貨物取扱量（速報値）

年度
2015年度
（民営化前）

2016年度
（民営化初年度） 2017年度 2018年度

2019年度
（速報値）

前年度比
（増減）

前年度比
(増減率)

国内貨物 7,503 7,290 6,575 6,096 5,812 ▲283 ▲4.6%

国際貨物 378 578 666 992 1,021 +28 ＋2.8%

合計 7,882 7,869 7,242 7,089 6,833 ▲255 ▲3.6%

（単位：ｔ）

国内貨物は、機材の小型化及び搭載便の一部減便により4年連続減少となった。
国際貨物は、米中貿易摩擦の影響による需要の落ち込みはあったものの、バンコク便の大型機材就
航および港湾連携事業（海上貨物の通関取扱い）の開始が寄与し、民営化前の2012年度から8年連続
で増加となった。合計では、国内貨物の減少が響き、4年連続で減少となった。

2.8%増！


